
令和6年度 福井南特別支援学校 学校関係者評価書 

（問）（１）学校評価の目標に対する成果（達成度）や結果の分析は適切か。 

   （２）その他（学校運営全般に関する御意見など） 

（意見を聞いた方） 

 学校関係者評価委員：保護者代表4名、同窓会保護者代表 1名、福祉事業所代表 1名 

（意見欄） 

（１）目標に対する成果および結果の分析について 

〇進路支援 

・高等部３年間はあっという間なので、小３年、６年合同説明会など、早い段階から進路について考えることは

とても良い。 

・いろいろなジャンルの事業所があるので、見学先の選定は偏りがないようにすると良い。 

・保護者は、将来への不安を抱えている。就労へのきめ細やかなフォローを今後もお願いしたい。 

〇保健・安全 

・性に関する指導について、前年度PTAでも話題になった。子どもが大きくなると親からは話しづらい面もあ

るので、家庭でできない部分を学校で補ってもらえると良い。 

○ICT の活用 

・ICT については日々新しくなっていくので、学校側のスキル向上も大変だと思う。タブレットは教職員に対し

て一人一台の体制ではないので、ハード面での絶対数の確保が問題できると良い。 

（２）その他（学校運営全般について） 

・事業所が学校を見学する機会があると良い。同じベクトルを向いて支援したい。 

・卒業しても、同窓会の活動に参加していただき、友達やかつての担任とのつながりを持ち続けてほしい。就

労先以外の相談先として、同窓会を活用してほしい。就労してからつまずいたとき頼りになる。ボウリングな

ど行っている。 

・親同士で関われる場所は今でもＰＴＡのグループワークなどがあるが、多ければ多い程ありがたい。先生に相

談するほどでもないかなと思うことを親同士で話せると良い。 

・学校を卒業すると、就労してすぐ知らない環境に行かないといけない。子が緊張し、親も緊張する。そんなと

き昔からの仲間が助けになると良い。 

・きめ細やかな進路指導に、この学校に来てよかったなと感じている。高１年だが思春期で話したくないとき

もあるので、連絡帳の存在がすごくありがたい。舎の様子もよく分かる。 

（学校関係者評価を踏まえた今後について） 

・見学先の選定について：高等部では学年ごとに進路コーディネーターがおり、進路開拓など情報収集を行っ

ており、福祉の方などとの連携も不可欠である。事業所の統廃合なども多く難しい部分もあるが、なるべく幅

広く選定していきたい。 

・就労へのフォローについて：学校だけで十分満たすのは難しいこともある。福祉、医療など、児童生徒に関わ

る関係方面と連携し、支援していきたい。 

・ICT について：今後、教職員用の端末の入れ替えが行われ、機器が新しくなるので、子どもたちの支援に効

果的に活用したい。タブレットの台数は 1 クラス 1台程度が現状である。 

・見学について：学校評価外部委員の方々には、来年度はぜひ学校公開で教育活動の実際を御覧いただき、意

見交換する場を設けたいと考えている。 

 


